
　
近 頃 、 車 を 運 転 し て い る

と 、 車 道 左 側 に 設 置 さ れ た矢 羽 根 マ ー ク が 目 立 つ こ とに 気 づ き ま し た 。  ま た 、  ロ ード バ イ ク や ク ロ ス バ イ ク の交 通 量 も 随 分 増 え て い る よう に 感 じ ら れ ま す 。  こ れ は 、茨 城 県 が 推 進 し て い る 「 いば ら き サ イ ク ル ツ ー リ ズ ム構 想 」 に 基 づ く 、 各 施 策 の結 果 で あ る よ う で す 。　
こ の 構 想 は 、  「  『 つ く ば

霞 ヶ 浦 り ん り ん ロ ー ド 』 を活 用 し た 地 域 創 生 の 取 組 をさ ら に 深 化 さ せ つ つ 、 県 内各 地 域 の 特 色 を 最 大 限 に 活か し た サ イ ク ル ツ ー リ ズ ムを 全 県 的 に 取 り 組 み 、 地 域の 活 性 化 等 に つ な げ て い くも の 」  で あ る と の こ と で す 。　
私 は 、 こ の 「 い ば ら き サ

イ ク ル ツ ー リ ズ ム 構 想 」 の先 駆 け と な っ た の が 「 つ くば り ん り ん ロ ー ド 」 で あ る

と 考 え て い ま す 。 正 式 名 称は 県 道 岩 瀬 土 浦 自 転 車 道 線（ 現 ・ 県 道 桜 川 土 浦 潮 来 自転 車 道 線 ）  。 岩 瀬 町 （ 現 ・桜 川 市 ） と 土 浦 市 を 結 ぶ 延長

4 0・ １ ㎞ 、 幅 員 ４ ／ ３ ｍ

の 大 規 模 自 転 車 道 で す 。　
つ く ば り ん り ん ロ ー ド 整

備 の き っ か け に つ い て で すが 、 当 時 は サ イ ク ル ツ ー リズ ム 構 想 の よ う な も の は なく 、 筑 波 鉄 道 の 廃 線 （ 昭 和
6 2年 ３ 月 ） と い う 深 刻 な 問

題 へ の 対 応 の た め で し た 。交 通 網 の 消 失 は 、 そ の 地 域の 生 活 ・ 経 済 活 動 に 深 刻 な影 響 を 及 ぼ す も の で あ り 、代 替 え バ ス 等 、 様 々 な 施 策

　
桜 川 土 浦 自 転 車 道 （ つ く

ば り ん り ん ロ ー ド ） は 、 桜川 市 の 岩 瀬 駅 前 か ら 筑 波 山麓 を 南 下 し 、 土 浦 駅 東 口 付近 に 達 す る 延 長 約

4 0・ １ ㎞

の 自 転 車 道 で す 。 国 の 大 規模 自 転 車 道 の 制 度 に よ り 、補 助 事 業 の 採 択 を 受 け 、 整備 し た の で す 。　
通 常 の 自 転 車 道 は 、 河 川

や 湖 の 堤 防 な ど を 利 用 し て整 備 さ れ る の で す が 、 こ の

協 議 を 重 ね 、 晴 れ て 平 成 ３年 、 補 助 事 業 に 採 択 さ れ たの で す 。　
ち ょ う ど そ の 頃 、 土 木 部

で は 土 地 開 発 公 社 を 立 ち 上げ 、 都 市 計 画 課 が 主 管 課 とな っ て お り ま し た 。 ど う せな ら 土 地 開 発 公 社 資 金 を 使い 、 一 括 し て 筑 波 鉄 道 か ら用 地 取 得 を し て し ま お う と考 え ま し た 。 当 然 、 筑 波 鉄道 と は 綿 密 な 打 ち 合 わ せ を重 ね な が ら 進 め た の で す 。　
こ う し て 、 駅 舎 跡 ま で 含

め て 廃 線 敷 を 全 部 一 括 し て取 得 し ま し た 。 毎 年 補 助 金が つ い た 分 、 土 地 開 発 公 社

の 鉄 道 交 通 課 に 移 り 、 常 磐新 線  （ つ く ば エ ク ス プ レ ス ）の 事 業 化 に 奔 走 し て い た 時の こ と で す 。 鉄 道 の 廃 止 に伴 い 、 ほ ぼ 並 行 し て 走 っ てい た つ く ば 益 子 線 に 代 替 バス を 走 ら せ る こ と に な り まし た 。 土 木 部 と 協 議 し て 、バ ス 停 整 備 の 協 力 を し た こと を よ く 覚 え て お り ま す 。　
私 が 企 画 部 か ら 都 市 計 画

課 に 移 っ た 平 成 ２ ～ ３ 年 の頃 は 、 ま だ 鉄 道 跡 地 の 処 分が 決 ま っ て お り ま せ ん で した 。 筑 波 鉄 道 の 担 当 幹 部 に聞 い た と こ ろ 「 ど う し よ うも な い の で 、 隣 接 地 主 さ んに 買 っ て い た だ く し か ない 」 な ど と 言 っ て お ら れ まし た 。　

4 0・ １ ㎞ の 土 地 を ば ら ば

ら に す る こ と な く 、 何 と か活 用 で き な い か と 、 道 路 建設 課 と 都 市 計 画 課 で 協 議 しま し た 。 道 路 用 地 と し て は狭 す ぎ る し 、 隣 接 県 道 を 整備 中 で し た の で 、 救 う 道 は大 規 模 自 転 車 道 し か な いと い う こ と に な り ま し た 。さ っ そ く 道 路 建 設 課 が 国 と

か ら 再 取 得 して い く の です 。 少 し 余 裕が で き て から 、 自 転 車 道を 少 し ず つ 整備 し て い く こと に し た の です 。　
平 成 ７ ～ ８

年 、 私 は 道 路建 設 課 の 県 道の 補 佐 と なり 、 再 取 得 をし な が ら 、 本線 は も と よ り休 憩 所 を つく っ た り して 、 着 実 に 整備 を 進 め ま し

た 。 隣 接 住 民 の 皆 様 に は 、桜 の 木 を 植 え た り 環 境 整 備な ど に ご 協 力 い た だ き ま した 。　
一 方 、 平 成

1 2年 。 私 が 技

術 総 括 の 時 、 新 た に 潮 来 土浦 自 転 車 道 （ 霞 ヶ 浦 自 転 車道 ） 延 長 約

4 0㎞ を 採 択 い た

だ き ま し た 。 こ ち ら は 堤 防を 利 用 し て の 自 転 車 道 です 。 何 度 も 現 地 に 行 き 、 細か い 打 ち 合 わ せ を し た の を覚 え て お り ま す 。　
後 に 、 こ の ２ つ の 自 転 車

道 が 合 体 し て 桜 川 土 浦 潮 来自 転 車 道 （ 延 長

8 1㎞ ） と な

り 、  活 躍 し て い る よ う で す 。

た 。 ６ 箇 所 の 駅 舎 跡 地 は 、休 憩 所 と し て ト イ レ 、 駐 車場 等 の 整 備 を 行 い ま し た 。　
私 が 自 転 車 道 に 関 わ っ た

の は 、 道 路 建 設 課 に 所 属 した ６ 年 間 （ 道 路 公 社 含 む ）の う ち ２ 年 間 だ け で し た 。そ れ な の に 「 道 路 建 設 課 では 主 に 何 や っ て い た の ？ 」と 聞 か れ る と 、 思 わ ず 「 自転 車 道 」 と 答 え て し ま う ほど 、 こ の 事 業 が 心 に 残 っ てい ま す 。 お そ ら く 、 自 転 車道 は 奥 深 い 趣 味 の 世 界 であ り 、 事 務 所 の 担 当 者 も
「 ウ ェ ー ヴ 路 面 」 な ど 個 性

的 な 整 備 を 進 め て く れ た 、面 白 い 事 業 だ っ た か ら だ と思 い ま す 。　
開 通 式 で は 、 開 催 に 先 立

ち ダ メ も と で 橋 本 昌 前 知 事に 自 転 車 走 行 を 打 診 し た とこ ろ Ｏ Ｋ を い た だ け た ため 、 急 い で ク ロ ス バ イ ク とヘ ル メ ッ ト 、 サ イ ク ル 帽 子な ど を 知 事 公 館 に 届 け ま した 。 当 日 、 知 事 に は 藤 沢 休憩 所 か ら 筑 波 休 憩 所 ま で の１ 区 間 を 自 転 車 走 行 し て いた だ き ま し た 。 各 休 憩 所 では 沿 線 市 町 村 に イ ベ ン ト を開 催 し て い た だ い た り 、 駆け つ け た 地 元 住 民 に 抽 選 で景 品 を 配 っ た り と 、 な か なか に 盛 り 上 が っ た 開 通 式だ っ た と 記 憶 し て い ま す 。知 事 の 乗 っ た 自 転 車 も 景 品に な っ て い ま し た 。　
つ く ば り ん り ん ロ ー ド

は 、 開 通 後 も 様 々 な 問 題 が残 っ て い ま し た 。 そ の 最 たる も の が 、 一 般 道 と の 交 差で す 。 １ ５ ０ 箇 所 以 上 の 一般 道 と の 交 差 点 が 、 悉 く 自転 車 道 側 の 一 時 停 止 で した 。 こ の ま ま で は 自 転 車 が走 り づ ら い と い う こ と で 、土 浦 土 木 事 務 所 の 方 々 が 尽力 し 、 大 部 分 を 解 消 し た と聞 い て い ま す 。　
も う 一 つ の 大 き な 問 題

が 、 霞 ヶ 浦 自 転 車 道 と の 接続 で す 。 接 続 す れ ば 日 本 一な が ら も 、 間 に 常 磐 線 が あり 、 り ん り ん ロ ー ド 供 用 当時 は ま だ 構 想 段 階 で し た 。平 成

2 8年 に は 、 県 道 桜 川 土

浦 潮 来 自 転 車 道 線 と し て 路線 認 定 さ れ 、 一 本 化 さ れ まし た 。 さ ら に 、 愛 称 も 「 つく ば 霞 ヶ 浦 り ん り ん ロ ード 」 に 改 定 さ れ た の で す 。　
つ く ば り ん り ん ロ ー ド

は 、 開 通 当 時 の 担 当 者 の 思惑 以 上 に 拡 大 を 続 け て い るよ う に 思 い ま す 。 鉄 道 の 廃線 対 策 が 、 い つ の 間 に か 県の 施 策 と な っ て い ま し た 。自 転 車 道 は 、 軽 快 な 趣 味 の道 。 永 久 に 楽 し め れ ば 幸 いで す 。

�

（ 島 津 就 子 ）
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〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ⑨

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

茅 根

　
継 雄 （ ち の ね

　
つ ぐ お ）

　
１ ９ ５ ９ 年 ３ 月 １ 日 生 ま れ 。

6 4歳 。 入 庁 時 期

は

8 3年 、 道 路 建 設 課 に 配 属 。 そ の 後 は 、 港 湾 課

技 佐 兼 技 術 総 括 、 県 南 水 道 事 務 所 長 、 企 業 局 施設 課 長 、 企 業 局 次 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ １ ９ 年 ３月 に 定 年 を 迎 え た 。

2 2年 ６ 月 ま で 開 発 公 社 常 務

理 事 を 務 め た 後 、 現 在 は 日 拓 測 量 設 計 ㈱ に 務 めて い る 。

鉄 道 跡 地 を 有 効 活 用

が 講 じ ら れ た よ う で す 。 その 施 策 の 一 つ が 、 鉄 道 跡 地の 有 効 利 用 と 地 域 活 性 化 を目 的 と し た 自 転 車 道 の 整 備だ っ た の で す 。 土 木 部 に この 施 策 が 回 っ て き た の には 、 渡 邊 さ ん の 活 躍 が あ った よ う で す 。　
平 成 ３ 年 ４ 月 に 国 補 大 規

模 自 転 車 道 整 備 事 業 と し て整 備 を 開 始 し 、

8 0億 円 余 の

事 業 費 を か け 、 平 成

1 4年 ５

月 に 全 線 供 用 を 開 始 し ま した 。 ま ず は 駅 舎 跡 地 を 含 めた 廃 線 跡 地 全 て に つ い て 、土 地 公 社 を 活 用 し て 一 括 購入 し 、 毎 年 再 取 得 し な が ら順 次 整 備 を 進 め て い き ま し

桜 川 土 浦 自 転 車 道 （ つ く ば り ん り ん ロ ー ド ） の 思 い 出

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 県 企 業 局 次 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 係 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 茅 根 継 雄 氏×

路 線 は ち ょ っ と 生 い 立 ち が違 い ま す 。 か つ て は 筑 波 鉄道 が 走 っ て い た の で す が 、昭 和

6 2年 （ １ ９ ８ ７ 年 ）  、

鉄 道 が 廃 止 と な り ま し た 。私 が 道 路 建 設 課 か ら 企 画 部

廃 線 敷

4 0・  １ ㎞ を 一 括 取 得

　
最 近 で は 乗 り ま せ ん が 、 私 は 高 校 生 の 頃 ま で 自 転

車 を か な り 利 用 し て お り ま し た 。 中 学 生 の 時 は 学 校ま で 自 転 車 通 学 を し ま し た し 、 高 校 生 の 時 は 最 寄 りの 駅 ま で 自 転 車 を 利 用 し て お り ま し た 。 小 学 校 １ ～２ 年 の 頃 だ っ た と 思 い ま す が 、 自 転 車 に 乗 り た く て猛 練 習 し た の を よ く 覚 え て お り ま す 。 転 ん で も 転 んで も 、 頑 張 り ぬ い た の で す 。 子 ど も で す か ら 、 大 人の 自 転 車 の サ ド ル に 跨 る と 足 が ペ ダ ル に 届 き ま せ んで し た 。 や む を 得 ず 、 三 角 乗 り を 覚 え た の で す 。 曲が り な り に も 乗 れ た 時 は 本 当 に 嬉 し か っ た 、 懐 か しい 思 い 出 で す 。

�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

　
こ の 見 学 会 は 課 外 授 業 の

一 環 と し て 行 わ れ 、 子 ど もた ち に 「 も の づ く り 」 の 魅力 を 伝 え 建 設 業 に 関 わ る 仕事 へ の 興 味 を 持 っ て も ら うこ と を 目 的 に 開 催 。　
会 場 は 、 日 東 エ ン ジ ニ ア

リ ン グ ㈱ 、 宮 地 エ ン ジ ニ アリ ン グ ㈱ 、 三 井 住 友 建 設 鉄構 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ㈱ が 施工 す る 国 土 交 通 省 常 総 国 道事 務 所 発 注 の 東 関 道 工 事 現場  （ 潮 来 市 小 泉  ・  古 高 地 内 ）  。㈱ ア ク テ ィ オ 、 内 宮 運 輸 機工 ㈱ が 協 賛 し た 。　
見 学 会 の 第 一 部 は 、  「 Ｒ

　
県 潮 来 土 木 事 務 所 は 本 年

度 、 港 公 園 （ 神 栖 市 東 深 芝
1 0） で 長 寿 命 化 計 画 の 策 定

を 進 め て い る 。 ２ ０ １ ７ 年に 策 定 し た 計 画 の 見 直 し を行 う も の で 、 業 務 は ㈱ オ オバ に 委 託 し て 進 め て い る 。　
港 公 園 の 敷 地 面 積 は ７ ・

５

�

h a。 ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ

事 業 に よ り ２ ０ ２ ３ 年 度 から 通 称 を 「 平 成 物 産 パ ー ク港 公 園 」 と し て い る 。　
同 施 設 に は 高 さ

5 2ｍ の 展

望 塔 や 管 理 棟 、 東 屋 、 ト イレ 、 ベ ン チ な ど が 設 け ら れて い る 。 展 望 塔 は 老 朽 化 によ り 構 造 物 が 落 下 す る 可 能性 が 生 じ た た め ２ ０ ２ ０ 年
1 2月 か ら 利 用 を 休 止 し て い

る 。　
今 回 の 業 務 は 公 園 全 域 で

予 備 調 査 、 健 全 度 調 査 と 健全 度 ・ 緊 急 度 判 定 を 実 施 。長 寿 命 化 計 画 の 検 討 と 策 定を 行 う も の 。 履 行 期 間 は １ 工  ：  日 東 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ）の 現 場 に 移 動 。 新 保 博 之 現場 代 理 人 が 工 事 概 要 を 説 明し た 。 児 童 た ち は 高 所 作 業車 搭 乗 や タ イ ヤ ロ ー ラ に 試乗 。 リ モ コ ン に よ る 除 草 機操 作 も 体 験 し た 。 ま た 、 三光 建 設 ㈱ （ 鹿 嶋 市 ） の 阪 口美 香 取 締 役 も 見 学 に 訪 れた 。　
児 童 た ち は 「 高 い 所 か ら

見 た 高 架 橋 は 迫 力 が あ った 」  「 機 械 の 操 作 が 面 白 か った 」 と 目 を 輝 か せ 楽 し ん でい た 。献 で き る よ う に 頑 張 っ て いき た い 」 と コ メ ン ト 。　
林 校 長 は 「 今 回 寄 贈 い た

だ い た ベ ッ ド は 校 外 学 習 を行 う 際 の 介 助 に と て も 役 立つ た め 、 と て も 感 謝 し て いる 。 大 切 に 使 わ せ て い た だき た い 」 と 謝 意 を 示 し た 。　
今 回 の 寄 附 は 、 新 風 ㈱ が

　
つ く ば 市 は

1 3日 に 工 事 に

係 る 一 般 競 争 入 札 を

2 1件 執

行 。 こ の う ち 豊 里 ゆ か り の森 ア ス レ チ ッ ク 遊 具 更 新 工事 、 か み か わ 浅 間 市 民 緑 地整 備 工 事 が 不 調 と な っ た 。　
豊 里 ゆ か り の 森 ア ス レ

チ ッ ク 遊 具 更 新 工 事 は 、 老朽 化 し た 遊 具 を 更 新 す る こと で 安 全 性 を 確 保 す る と と

４ 東 関 道 小 泉 第 二 高 架 橋 上部 工 事 」  （ 施 工 ： 宮 地 エ ンジ ニ ア リ ン グ ）  、  「 Ｒ ４ 東 関道 小 泉 第 一 高 架 橋 上 部 工事 」  （ 施 工 ： 三 井 住 友 建 設鉄 構 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ） を見 学 。 宮 地 エ ン ジ ニ ア リ ング の 松 岡 高 廣 監 理 技 術 者 が工 事 概 要 を 説 明 し た 。 そ の後 、 上 部 桁 な ど の 施 工 状 況や ク レ ー ン 作 業 を 見 学 。 実際 に 使 用 さ れ て い る も の と同 じ も の を 使 っ て ボ ル ト の締 付 体 験 も 行 わ れ た 。　
第 二 部 で は 、  「 Ｒ ４ 東 関

道 古 高 高 架 橋 下 部 工 事 」  （ 施　
新 風 ㈱ （ 水 戸 市 、 河 西

大 代 表 取 締 役 ＝

写 真 中 央

）

は 、 水 戸 信 用 金 庫 を 通 し て県 立 水 戸 特 別 支 援 学 校 （ 林孝 一 校 長 ＝

写 真 左 か ら ２ 人

目
） へ 、 折 り た た み リ ク ラ

イ ニ ン グ ベ ッ ド の 寄 贈 を行 っ た 。 ６ 日 に は 水 戸 特 別支 援 学 校 で 発 行 記 念 寄 贈 式が 行 わ れ 、 河 西 代 表 取 締 役か ら 林 校 長 へ 目 録 が 手 渡 され た 。　
発 行 記 念 寄 贈 式 で 河 西 代

表 取 締 役 は 「 こ れ か ら も 事業 に 励 み 、 さ ら に 地 域 へ 貢

　
境 町 は 、 さ く ら の 森 パ ー

ク （ 長 井 戸 地 内 ） の 照 明 灯更 新 工 事 を 実 施 す る 。 補 正予 算 第

1 0号 で は 、 工 事 費 と

し て ４ ０ ０ 万 円 を 計 上 。 今後 す ぐ に も 発 注 し 、 年 度 内の 完 了 を 目 指 し て い く 。　
さ く ら の 森 パ ー ク は 、 さ

し ま ア ク ア ス テ ー シ ョ ン の北 西 側 に 位 置 す る 。　
工 事 の 対 象 と な る の は 、

照 明 灯 ３ 基 分 。 老 朽 化 が 進行 し て い る た め 、 長 寿 命 化対 策 と し て 優 先 度 が 高 い もの を 更 新 す る 。発 行 し た し ん き ん Ｓ Ｄ Ｇ ｓ私 募 債 「 ち い き の ミ ラ イ 」か ら 行 っ た 。  「 ち い き の ミラ イ 」 は 信 用 金 庫 が 引 き 受け 先 と な っ て い る 私 募 債で 、 手 数 料 の 一 部 が 車 い すや 遊 具 な ど の 寄 贈 や 寄 付 など 、 地 域 貢 献 に 充 て ら れ る仕 組 み と な っ て い る 。も に ゆ か り の 森 の 魅 力 向 上を 図 る 。 ア ス レ チ ッ ク 新 設（ １ 基 ） と 更 新 工 事 （ １ 基 ）を 行 う 。 予 定 価 格 は ４ ８ ５万 円  （ 税 抜 き ）  と し て い た 。　
か み か わ 浅 間 市 民 緑 地 整

備 工 事 は 、 同 施 設 を 適 切 に管 理 す る た め 、 公 園 施 設 を整 備 す る 。 工 事 概 要 は フ ェン ス 設 置 工 １ ２ ２ ｍ 、 車 止め （ 可 動 式 ） 設 置 工 ３ 基 、ベ ン チ 設 置 工 ２ 基 、 入 口 舗装 工 ８ ㎡ 、 砕 石 舗 装 工 １ １０ ㎡ 。 予 定 価 格 は ４ ０ ８ 万円 （ 税 抜 き ） だ っ た 。

▲ 河 西 代 表 取 締 役 か ら 林 校 長 へ 目 録 が 手 渡 さ れ た

　
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 い ば ら き 建 設 経 済 研 究 社 （ 坂 本 雅 興 代

表 理 事 ） は ８ 日 、 土 浦 市 立 右 籾 小 学 校 の ５ 年 生

4 8人

を 招 い て 工 事 現 場 見 学 会 を 開 催 し た 。 建 設 機 械 の 試乗 な ど を 通 し て 建 設 業 の 魅 力 を 伝 え た 。

　
坂 本 代 表 理 事 は 「 建 設 業

の 魅 力 を は じ め 、 日 々 の 安全 へ の 取 り 組 み を 目 の 当 たり に し て い た だ け る 機 会は 、 建 設 業 の 明 る い 未 来 へ繋 が る も の と 信 じ て い る 」と コ メ ン ト 。　
い ば ら き 建 設 経 済 研 究 社

は 、 未 来 を 担 う 子 ど も た ちに 向 け て 現 場 見 学 会 や 資 格取 得 支 援 な ど 様 々 な 事 業 を展 開 し て お り 、 今 後 も 様 々な 活 動 を 通 し て 建 設 業 の 発展 に 努 め て い く と し て いる 。

社 会 貢 献
　 　
活

　 動

公 園 照 明 を 更 新年 度 内 の 完 了 へ

《 境 町 》

遊 具 更 新 工 事

な
　

　
ど

２ 件 が 入 札 不 調

《 つ く ば 市 》

子 供 た ち に 「 も の づ く り 」 の 魅 力 を

建 設 業 の 明 る い 未 来 を 確 信

い ば ら き 建 設 経 済 研 究 社 ／ 現 場 見 学 会 開 く

港 公 園

 オ オ バ に 業 務 委 託

長 寿 命 化 計 画 見 直 し

県 潮 来 土 木

５ ０ 日 間 。　
同 業 務 の 事 業 者 選 定 に 当

た っ て は

1 0月

1 8日 に 指 名 競

争 入 札 を 執 行 。 落 札 額 は ６５ ０ 万 円 （ 税 抜 き ）  。

 高 所 作 業 車 搭 乗

な
　

　
ど

右 籾 小 ５ 年 生
4 8 　人 が 参 加

水 戸 信 金私 募 債

校 外 学 習 に 活 用
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